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コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイルデ表記について

成 日喜 慶

キーワード:コリヤード著『羅西日対訳辞書』テイルデのマーク( ) I濁音前鼻音」テイル

デマークの有無ゆれ

1 .はじめに

中世のキリシタン資料のうち，濁音の前に鼻音的要素が存在したというロドリゲスの記述が

あるが，当時の濁音前鼻音的要素を示すテイルデ、のマークはドミニコ会のコリヤードの著書に

多く見られる。コリヤード著書としては， ~日本文典~ (1632刊)をはじめ， ~機悔録~ (1632 

刊)~羅西日対訳辞書~ (1632刊)，コリヤードの自筆稿本である『西日辞書~ (1631刊〉が知ら

れる(1)。これらのコリヤードの辞書には当時の日本語の濁音前鼻音やアクセントなどが多く

示されており，当時の音声の状態を知る上で大いに参考になると思われる。

しかし，コリヤードの著書に対する評価は，彼の窓意的記述，訳語の雑駁などの点から資料

としての信窓J性についていろいろ言われているがはに濁音前鼻音要素の表記がなされている

数少ない資料であるため，本稿では，この鼻音要素を表記していると考えられるテイルデ、の』性

格について検討してみようと考える。

この目的のため，キリシタン資料のうち， ~羅西日対訳辞書』を中心にして濁音前鼻音的要素

と思われるテイルデのマーク( tilde)があらわれる環境を調査し，テイルデのマークの用法

を明らかにしたい。また それによって中世日本語の濁音前鼻音の状態について垣間みようと

思う ω

以下の 2節では『羅西日対訳辞書』のテイルデのマークがどのような環境にあらわれるのか

を統計的に調査するために， ~羅西日対訳辞書』に掲げているテイルデのマークの後の子音は

どのような子音があらわれるのか，またテイルデのマークの直後の母音はどの母音があらわれ

るのかを統計的に調査し，テイルデのマークが示されている母音の音環境を分析する。また，

3節ではテイルデ、のマークが記されている語や接辞など形態的な環境を分析し，テイルデの

マークの性格を明らかにすると同時に， 4節ではゆれを示す例により中世の濁音の前の鼻音的

要素の状態を知ることが出来るのかどうかを検討する。
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コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイルデ、表記について

2. W羅西日対訳辞書』のテイルデのマークの統計的な調査

中世日本語には濁音の前の母音に鼻音的要素が存在したということはポルトガル人宣教師，

ロドリゲスによって はじめて言及された。彼は当時の日本語の実態について著した『日本大

文典』には，当時の濁音の前の鼻音についての論述が次のように見られる (4)。

D， D z， Gの前の母音に関する第三則

oD.Dz .Gの前のあらゆる母音は，常に半分の鼻音かソンソネーテかを伴ってゐるや

うに発音される。即ち，鼻の中で作られて幾分か鼻音の性質を持ってゐる発音なのである。

例へば， Mada (未だ)， Mido (御堂)， madoi (惑ひ)， nadame (宥め)， nadete (撫で

て)， nido (二度)， madzu (先づ)， 

agiuai (味はひ)， aguru (上ぐる)， agaqu (足掻く)， caga (加賀)， fanafada (甚だ)， 

fagama (羽釜〉など。

oこの法則は，ある場合にBの前の母音Aを支配することがある。それは Mairisorofaba

(参りそろはば)のやうに 主としてFが重複して，そのFがBに変る場合であるが，一

般的なものではない。

このように，ロドリゲスは，中世末期の日本語において， Iガ」 ・「ダ」行の前の母音が鼻音

化する現象と， Bの前の母音にも時として鼻音化が生ずると述べている。橋本進吉氏は，早く

から，ロドリゲスの記述を掲げて，濁音の前の鼻音的要素の存在は，古いものではなし、かと推

定している (5)。ロドリゲスの上の記述に従えば，中世末期の日本語の語中語尾の「ガ」

「ダj行音(時にはパ行音〉の前に，鼻音的要素が存在したことになる (6)。

コリヤードも濁音前鼻音的要素と思われるテイルデのマークについて著書『日本文典』で次

のように述べている(7)。

母音字のうち，その上に~印があるときには恰も nのやうに引き延ばされねばならぬ。但

し元のままの音で引き延ばすのではなく速かに且つ穏かに引き延ばされるのである。例え
ワ~ガ

ば vaga

これらの記述を踏まえながら，ここでは，中世キリシタン資料のうち，濁音の前の鼻音的要

素として見なされるテイルデ、の表示( )が最も多く示されているコリヤードの文献，なかで

も『羅西日対訳辞書』を中心に統計的に分析することにする。『羅西日対訳辞書』のテイルデの

マークを見てみると，以下で示すように濁音の前の母音にテイルデのマークが表示されている

ものだけではなく，濁音の前の母音にもかかわらず，テイルデのマークが表示されていないも

のも見られる∞。
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( 1 )濁音の前の母音にテイルデのマークが表示されているもの

mezz uraxi gari (珍らしがり)(p 7) 

chuni agari:u (宙に上がり，る) (p 7) 

namida vo nagaxi:u (涙を流し，す)(p 69) 

mega same:uru (目が覚め，うる)(p 153) 

curumano fiqibari (車の引き針)(p 155) 

(2)濁音の前の母音にテイルデのマークが表されていないもの

nagu色qi:u(嘆き，く)(p 11) 

namida vo vofaie:uru (涙を抑え，うる)(p 33) 

taibio ni vocafare:uru (大病に犯され，うる)(p 63) 

cazari (飾り)(p 94) 

ibiqi vo caqi (軒をかき)(p 128) 

『羅西日対訳辞書』の全体の濁音前の母音 (9)にテイルデ、のマーク(，，-，濁音前鼻音)が付いて

るものと，付いていないものを後ろにくる子音別(10)に統計的な分類をすると次の表の通りで

る。

1 )テイルデのマーク(鼻音的要素〉があるもの

後ろにくる子音 "-'g "-'b "-'d へ，z へ'Z Z "-'J その他

数 693 68 252 15 127 3 63 

2)テイノレデのマーク(鼻音的要素〉がないもの

後ろにくる子音 ""'_'g "-'b "-'d 《、，z へ'Z Z "-' J 

数 73 234 56 84 11 75 

この表を見る限りでは，ロドリゲスが『日本大文典』で記述したように， iガ」行と「ダ」行

前の母音に最もテイルデのマークが多く見られ，その次に「パJ行の順になっている。しか

，ロドリゲスに言及されていない「ザ」行のものも少しながら見られる。上の表を見ると，

べての環境でテイルデのマークが付いているものと付いていないものが両方あって，ロドリ

スの記述のようにガ行とダ行はすべてテイルデ、が付く， iパj行は例外的にテイルデが付く

は必ずしも言えない。

また， w羅西日対訳辞書』に記されているテイルデのマークがあるものの直後の母音を統計
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 コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイノレデ、表記について

的に調べると次のようになる(11)。

この表は，テイルデがあらわれるものの直後の母音別に統計を出したものである。音環境とし

ては，広母音であればあるほど鼻音の発音がしやすいと予想されるが，上の表の統計は，広母

音 iaJioJにテイルデ、が少し多い傾向を見せている。一方，狭母音 iiJieJは少ない。

しかし， i u Jは意外に多く見られる。予想外に iuJにテイルデ、が多くあらわれているのは，

ただ，全体としては予想とそれほどかけはなれたiuJが後舌母音であるからかもしれない。

傾向は見られない。

コリヤードの『羅西日対訳辞書』に記載されているテイルデ、のマークを中心に統計的

「ダ」行の前

以上，

な調査を行った。

その結果，ロドリゲスの『日本大文典』で記されているのと異なり， iガj行・

の母音に鼻音表示と言われるテイルデ、のマークが多く見られ，その次に「パ」 「ザ」行にも

少しながら見られることが分かった。

以下ではさらにテイルデ、の形態的環境を分析することにする。

3.テイルデの形態論的環境

前節では『羅西日対訳辞書』の日本語のところにテイルデ、の表記について統計的に調べてみ

7こ。

ば，付いていないものもかなり混じっている。著者コリヤードは，テイルデのマークを主に濁

音前鼻音を意図したものと見られるが，どのような基準でテイルデ、のマークを付したのであろ

テイルデ、の表記が同じ環境のもとでもテイルデの表記が付いているものもあれしカミし，

また，テイルデのマークを付けられたものに見られるゆれはどのような性格のものか

を，語や語尾などの形態論的環境を中心に調べて『羅西日対訳辞書』のテイルデのマークの性

格を分析することにする。

うか。

テイルテが付く語と語尾の分析

『羅西日対訳辞書』の日本語にテイルデ、マークが付いているものと付いていないものを形態

的に調べるとき，形態素と形態素の連結部，すなわち助詞の前，連濁などの環境を含めて調べ

3 -1 . 

ることが重要である。

語葉によってテイルデマークの有無に関係するかどうかをいくつの単語から見てみることに

する。
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まず，次の IfodoJ例を見てみることにする。

IfδdoJ (程p146) 

I saruhodoniJ (さる程にp59，p121) 

licafodoJ (如何程p109) 

I chicai fodoJ (近い程p132) 

I nogoiJ (拭いp133) 

I axinogoiJ (足拭いp73) 

ItenogoiJ (手拭いp73 p 173) 

このように， Ifodo (ほど)Jは，単独で用いる場合，複合語として用いる場合，いずれも濁音

「どJの前には必ずテイルデのマークが付いており，テイルデのマークが付いていないものは

見られない問。

I nogoi (拭い)Jの場合は用例が Ifodo(ほど)Jよりは少ないが， Ifodo (ほど)Jと同じよ

うに単独で用いる場合や複合語で用いる場合いずれもテイルデのマークが付いており，テイル

デのマークを示していないものは見られない。

上の二つの用例とは逆であるが Ivoyobi (及び)Jを見てみると次のようになる。

cocoro ni voyobi (心に及びp123) 

jefi ni voyobanu (是非に及ばぬp113) 

voyobi (及びp133) 

この用例 Ivoyobi (及び)Jは 先の Ifodo(ほど)J I nogoi (ぬぐしう」とは逆である o ~及

び」は，単独で用いる場合でも，複合語で用いる場合でもテイルデのマークが付されていない。

これらを見ると，濁音の前の鼻音を持つ語葉と持たない語棄があったと考えることも出来るの

ではないだろうか。これが本当であれば，濁音前鼻音を持つものとそうではないものが

Lexicalに対立していたことも考えられる。もしそうであれば，このテイルデ、は当時は語の区別

に用いられたこともあるかも知れない。

同じく副助詞 Inagara (ながら)J用例について調べると次のようになる。

nagara (ながら p7， p 42， p 42， p 124) 

sanagara (さながら p124) 

iqi nagara (生きながら p144) 
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 コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイルデ、表記について

の用例は 6例すべてがテイルデのマークが見られない。

しかし，音環境として，類似しているもの InagaxiJ (流し p40) I n旬以iJ (循し p42， p 72) 

I nagueJ (投げp106) I nagueu uchiJ (投げうち p58) I nague daxiJ (投げ出し

「ながら」この

p 45)など

にはすべてにテイルデのマークが付いている。

「ながら」は『羅西日対訳辞書』と同じくコリヤードの著書『機悔録』にもテイルデのマー

クが施されている用例は見つけられない。 これらのテイルデのマークは，語これらを見ると，

によって決まっていたものと見られる。

まず次は連語の場合の濁音前のテイルデマークはどうなっているのかを調べることにする。

は原形 Itocoro(ところ)Jが語の後ろに付いて連濁を起こす場合はどうなるかを調べると次の

ようになる。

cacure docoro (隠れ所 p70) 

soxa docoro (奏者所 p75) 

ItOCOroJは語の後ろに付いて連濁が起きて IdocoroJになるが，この連濁形 IdocoroJの前の

母音にはすべてテイルデのマークが付されている。

この他，次の連濁の場合もテイルデ、が見られる。

macura gami (枕上

chigimi gami (縮み髪 p30) 

p 19) 

p 45) 

¥
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まず， I dachi (だち)Jには 2

次には接辞にはテイルデのマークと関連があるかどうかを調べることにする。

これらは接尾語でありながら，同時に連濁をともなう語である。

つ(立ち・達〉の意味があるが， この用例を掲げると次のようになる。

p 24) tcur邑dachi(連れ立ち

p 79) momodachi (股立ち

tomodachi (友達 p125) 

p 141) 

nacadachi (仲立ち・媒 p151) 

yamadachi (山立ち
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この接尾語「だち」を見ると，すべてがテイルデのマークが示されており，テイルデのマー

クが示されていないものは見られない。「達Jは接尾語であるが， I立ち」は動詞の連用形(名

詞形〉であり，両方とも連濁の現象である。

形容調語幹に付いて動詞化する，接尾語「がり」が付く形 Icava忌ari(かわいがり p 23)J 

I xitagari (したがり p24)Jなどを調べると殆どテイルデマークが付く形しか見られない

この他，接尾語として， I goroJ (toxTgoro (年頃 p48)， itcugoro (何時頃 p109)， chicagoro 

(近頃 p137))， I gotoJ CiTgoto (言い事 p40)， itazzuragoto (従事 p60)， nivacagoto (俄事

p 113)， qiqigoto (聞事p114)， nacagoto (中言p120)， butcuiaqi goto vo nucaxi、(ぶつやき言

をぬかしp85))などが見られるが， IbutcuiaqigotoJ以外は，すべてがテイルデのマークが示

されている。

助詞が付く場合のテイルデのマークは，どのように示されているのかも調べることにする。

ga 

nozomiga (望みが p33) 

faraga cudari (腹がくだり p51)

amega furi (雨が降り p102) 

de 

aburade ague (油であげ p52)

yaride tφqi coroxi (槍で突き殺し p70) 

cachide (徒歩で p98) 

domo 

narさdomo(なれども p42) 

guidomo(儀ども p114) 

上で分析した格助詞「が」 「でJ 「ども」にはすべてテイルデ、が付いている。しかし，同

じ環境でテイルデマークが付いていないものも見られる。これには 3-2で示す Ifiga safu 

tocoro (陽がさすところ p154J I goxinro de gozaru (御辛労でござる p55)Jのようなテイル

デのマーク付されていない例がある。 3-2ではさらにテイルデのマークが付されていない語

や接辞についても論述する。
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コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイルデ、表記について

テイルデ、が付かない語と語尾の分析

いままではすべてテイルデ、が付いている例について述べてきたが，例外なくすべてがテイル

デが付いているわけではない。それらの例を見てゆくことにする。

3 -2. 

fana gami (鼻紙 p20) 

p 37) farubaru (遥々

nusubito (盗人 p71)

chozzubune (手水船 p74) 

caribur詑(借り船 p86) 

vmabune (馬糟 p105) 

cocorobucai (心深い p106) 

p 84) samazama (様々

p 37) xinajina (品々

テイルデのマークが付いているものより付いていないものがはるかに多連濁形「パ」行は，

い。「ザ」について言えば，用例が少ないものの，テイルデのマークが付いているものは見当た

らず，付いていないもの IsamazamaJが2例見られる。

以上，連濁形について調べてみたが，連濁形の全体的な傾向としては，連濁の前の母音に，

テイルデのマークが付いているものと付いていないものが両方見られるが， テイルデ、が付いて

まいないものは，単語毎によってテイルデのマークの有無が決定されているように見える。

た， Iパ」行と「ザ」行の前がほとんどである。

p 13) coga itta (功がし、った

p 59 p 86) funega cacari (船がかかり

p 154) figa saf u tocoro (陽がさすところ

p 55) goxinra de goz孟ru(御辛労でござる

p 110) icabacari (如何ばかり

p 139) fabacari (さばかり

p 88) core nomi narazu (これのみならず

p 88) nomi narazu (のみならず

p 88) fitocata narazu (一方ならず

icoga ittaJ Ifunega cacariJのように開合ゃにアクセントなどの表示が付いているものには

。。
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テイルデのマークが付いていない。おそらく，開合やアクセントなどのような他の符号がある

場合は，テイルデのマークより優先されたであろう。しかし，助詞「が (ga)Jの前に唯一テイ

ルテのマークが付されていないものが「補遺」のところに rfiga saf u tocoroJ 1例が見られ
る。格助詞「で」が連結する場合も rgoxinro de gozaruJの一例以外はすべてテイルデのマー
クが付いている。すでに3-1で述べたように，接続助詞「ども」には，テイルデのマークが

すべて付されているが，ここでの副助詞「ばかり」と打消し助動詞「ず」には逆にすべてテイ

ルデ、が付いていない。これは，助詞・助動詞も語によってテイルデのマークが決まっているの

ではなし、かと思われる。語葉によって，テイルデマークが付くレミJ行と「ザ」行はゆれて消

滅する過程を示すものであると思われる問。

もう一つの例 rgozaruJについて調べることにする。

taxicani gozaru (確かにござる p27) 

xinji tcum討をgozari(信じ詰めてござり p29) 

qenbo guengili ni gozari (憲法厳重にござり p68) 

qさgano . comio de gozari (怪我の高名でござり p42) 

vrexli gozari (嬉しゅうござり p 70 ) 

medeto gozari (めでとうござり p70) 

このように， rござる」は，開合の符号やアクセントの表示の優先のためテイルデのマークが

付いていないもの・ qさgano comio de gozari (怪我の高名でござり p 42)を除いて，ほかは

すべて前の母音にテイルデのマークが付いている。しかし，コリヤードの他の著書『機悔録』

には， rござる」の前の母音にテイルデのマークが施されているものや施されていないものが
次のように両方見られる(1ヘ

(前略)ni nari maraxitさgozaru，iuie，ni，madaconfefion vo mofaidegozaru. 

(になりまらしてござる故に，まだコンヘションを申さいでござる。〉

(前略)doco ni gozaru zo. (どこにござるぞ〉

(前略)vo moxi ague maraxenan dさgozaru.

(を申し上げまらせなんでござる。〉

(前略)maraxitさgozarさdomo，(後略)(まらしてござれども，)

(前略)macaritさgozaru.(罷りいでござる。〉

(前略)no maie de gozatta. (の前でござる〉

(前略)von auar色mide gozaru. (御憐みでござる〉

nu 
つ臼1i
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(前略)go sontai voncata de gozaru. (御尊体，御方でござる。〉

(前略)tcuini fono chobi ga gazaraide， (後略) (終にその調備がござらいで，)

(前略)to mof u coto va gozaraide， (後略) (と申すことはござらいで，)

このように， ~機悔録』における「ござる J の前の母音にテイルデのマークが付いているもの

「が」の前にこれらをさらに分析すると， Iござる」と，付いていないものが両方見られる。

「でJIは」などの助詞で連結された場合は，テイルデのマークが付かない傾向である。

の前に「動詞+て・で(接続助詞)Jや助詞「に」で連結された場合は，必ず

テイルデのマークが付いている。これは著者コリヤードが，テイルデのマークを区別して使用

しか

し， IござるJ

したことが窺われる。

上の『羅西日対訳辞書』の用例は， Iござる」の前に「動詞十て」助詞「に」が連結されてい

るからテイルデのマークが施されたと思われる。しかし， ~羅西日対訳辞書』の用例のうち，

の前に格助詞「で」が連結しているが， ~機悔録』I qega no comid de gozariJは， IござるJ

と同じようにテイルデのマークが付されていなし、(1へ

コリャートは著書『機悔録j]~羅西日対訳辞書』などで「ござる」 ような，濁音このように，

もう一つの可能

もしそうなら，当時の話者はす

の前の母音にテイルデのマークを語によって使い分けをしていたと思われる。

性としては当時の発音に忠実であったと考えることも出来る。

でにモーラに切って発音する習慣が出来つつあったことになる。

れ4.ゆ

前述の語と語尾の分析で調べたように『羅西日対訳辞書』には濁音の前の母音にテイルデの

マークが乱れがあるものの，ある程度テイルデのマークが個々の語葉や接辞によって分けられ

しかし， ~羅西日対訳辞書』の本文には同じ語がテイルデのマークが付ていることが分かった。

いているものと付いていないものが次のように見られる。

p 9) 

(流れ p 51) 

cava no nagare (JIIの流れ

namida vo nagaxi (涙を流し

e
 

v
i
 a
 

c
b
 

~a n
 

p 69) 

figaxi (東

cuchigomori (口寵 p14) 

p 94) 

p 17) tetno nengita taca xocudai (鉄の捻ち、た高燭台

nagare (流れ p51) 

nu 
qu 

唱
E
i

p 73) yaqinagare (焼き流れ
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namida (涙 p69)

nixi ， figaxi (西，東 p94) 

cuchigomori (口龍 p14) 

taca xocudai (高燭台 p17) 

r comoriJの連濁形 rgomoriJの場合は， 3 -1の用例 rdocoroJの場合とはだいぶ異なる現

象を見せている。 rgomoriJの前の母音にはテイルデのマークが付いているものと付いていな

いものが同じ語に，しかも同じ音環境のなかで見られる。この現象は， r gomoriJの単語自体の

ゆれによったものであろうか。

この用例は同じ単語にもかかわらず，濁音の前の母音に，一方はテイルデのマークが施され

ているが，もう一方はテイルデのマークが施されでいない。しかも， r nagare (流れ p51， 

p 51) J r namida (涙 p69， p 69) J rfigaxi (東 p94 p 94) J r xocudai (燭台 p17， p 17)Jは，

テイルテのマークが付されているものと付されていないもののそれぞれの語が，同じページで

すぐ近接してあらわれている。これは著者コリヤードのテイルデ、に対する思惑が示されている

ものであろう。

これは単なる誤りや見落としではなく，当時既に二通りの発音，つまりテイルデ、の濁音前鼻

音と濁音前鼻音を反映しない新しい発音が両方が存したことを意味するものであると思われる。

言い換えれば，濁音前鼻音のゆれによった表記で、はないかと思われる。

また，異なった語に「切れ」が続くとき，テイルデのマークが付くものと付かないものがあ

る。この例は「ガ」行の例であり，すでにこの連語に関しては，ゆれがあったものと考えてよ

いのかも知れない。

fanaguire (鼻切れ p85) 

ivoguire (魚切れ p101) 

この用例を見ると， r鼻切れJの「切れJの前の母音には，テイルデのマークが付いていない
が， r魚切れJの「切れ」の前の母音には，テイルデのマークが付いている。前の例を合わせて
考えると，すべて，連結された前の音を鼻音化することはなかったとし、ぅ証拠になる。

また， rこと(言)Jの用例を掲げると次のようになる。

butcuiaqigoto (ぶつやき言 p85) 

nacagoto (中言 p120) 

foragoto (虚言 p80) 

円
ぺ
U



コリヤード著『羅西日対訳辞書』のテイルデ、表記について

「ぶつやき言」以外のほかのものにはすべてテイルデのマークが付いている。このことは，

テイルデが付く方が優勢であったと思われる。しかし， Iぶつやき言」はなぜ、テイルデのマーク

が付されていないのか。これも「ゆれjによるものではないかと思われる。もし， ~羅西日対訳

辞書』のコリヤードの表記を正しいものとすれば，以上述べてきたようなゆれが当時すでに始

まっていて， I g Jの前でもゆれがあることは IdJの前にもあり， IbJ IzJについては少数

を除いてはほとんど濁音前鼻音になっていなかったことになる。つまり，このテイルデのマー

クが付いていないものの用例を見ると， IgJ . IdJの前は少しあらわれるのに対して，

IbJ . IzJの前は多くあらわれている。つまり，この時代には， Iガ」行と「ダ」行にもす

こし濁音前鼻音が少しゅれはじめていたのではないかと思われる。

5.おわりに

コリヤード著『羅西日対訳辞書』の濁音前鼻音を施したと思われるテイルデのマークを中心

に統計的な調査をし，それぞれの語毎のテイルデ、のマークを分析した。その結果，統計的な調

査では， ~羅西日対訳辞書』に記されているテイルデのマークが，ロドリゲスの『日本大文典』

の記述と異なり， Iガ」行・ 「タつ行にもテイルデが付されていないものが見られ， Iバ」行に

はテイルデ、が付されているものが付されていないものより多く見られることが分かった。ま

た，ロドリゲスは触れなかったが， Iザ」行にも少し見られることも分かった。さらに，テイル

デのマークが分別なしに施されているもののように見られるものが，単語や接辞のような語棄

のレベルで、調べた結果，特定の語棄によってテイルデ、のマークが付けていたり，付いてなかっ

たりすることから，テイルデのマークの有無は，語や語尾によって決まるということも知るこ

とができた。濁音の前にテイルデ、が付されていないもののうち， Iガ」行と「ダ」行は少し見ら

れるが， Iパ」行や「ザ」行には多く見られる。この現象は， Iガ」行「ダ」行はゆれが始じ

まっており， Iパ」行と「ザ」行には段々消滅することを示すものであろう。また，同じ語嚢

で，同じ音環境のなかでもテイルデ、の有無があることから，当時の濁音前鼻音の「ゆれJが

あったことを示すものと思われる。このように，コリヤード著の『羅西日対訳辞書』のテイノレ

デのマークは，ある種の語にテイノレデ、には問題があるかも知れないが，全体としてはテイルデ

を以て当時の濁音前鼻音を反映しており，かなり音戸的な資料であると思われる。

本稿では， ~羅西日対訳辞書』を中心にテイルテのマークを調べたが，ほかのコリヤードの著

の版本『日本文典』 ・『機悔録』や自筆本である稿本『西日辞書』のテイルデ、のマークについ

ては今後の課題にしたい。
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注

(注 1)W羅西日対訳辞書』は，島正三編(1966)Wコリヤート 羅西日対訳辞書・同索引~ (文化書房書

屈〉と，大塚光信編(1966) W コリヤード羅西日辞典~ (臨川書店)の両方を使用した。以下に示

す用例のページは島正三編に従った。また コリヤードの自筆本『西日辞書』は，大塚光信・小

島幸枝編『コリヤード自筆 西日辞書(臨川書庖〉を参照した。以下での『機悔録』は，大塚光

信(1985)Wコリヤード ざんげろく私注』を参照した。

(注2)亀井孝(1967)Iコリアドの辞書に方言ありやJ(W国語学』第69集〉参照。

(注3)中世の日本語における濁音の前の鼻音的要素については，鼻濁音，鼻母音，入りわたり音などの

説があるが，今は，この現象を「濁音前鼻音Jと呼ぶことにする。

(注4)土井忠生訳(1955)Wロドリゲス 日本大文典~ (三省堂) p637参照。

(注5)橋本進吉(1932)I国語に於ける鼻母音J(W方言~ 2ノ1，橋本進吉博士著作集第四冊『国語音韻

の研究』所収)参照。濁音前鼻音の存在時期としては，浜田敦(1952)I援音と濁音との相関性の

問題jによると， W鶴林玉露』に濁音の前に鼻音を伴ら漢字の表記から，少なくとも『鶴林玉露J

の編纂時期である1252年頃まで遡り得るとしている。その他，高橋正郎(1939)I濁音前に現れる

接音便と鼻音(上・下)J(W園事院雑誌』第536号539号)，岡本動(1969)Iパ・ダ行音の前の鼻音

的要素は上代中古に遡り得るか 一一漢音に於ける明母泥母の音価よりの推定一一J(W国語国

文~ 38ノ5)などがある。

(注6)この濁音前鼻音について朝山信蒲(1937)I鶴林玉露の「黄榛」などについてJ(W国語国文』第7

巻第12号)は， 13世紀中国の南宗の羅大経の著『鶴林玉露』に記載されている「黄」字の鼻音尾

が後続する「桟J字の頭子音を有戸化して読ませるためのものであると指摘している。これに対

して浜田敦(1952)I援音と濁音との相関性の問題一一古代語における濁子音の音価一一J(W国

語国文~ 21ノ 3W日本語の史的研究』に所収〉は，中国資料や朝鮮資料の用例を掲げながら，当

時の日本語の濁音の前に鼻音的な要素が存在していた為の表記であると説明している。浜田氏の

言われるように『羅西日対訳辞書』のテイルデのマーク I'"'-'Jや『捷解新語』に記されている濁

音の前に記されている In J I mJ 11] Jなどの表記が行毎によって現れることが異なり，しかも

『捷解新語』の原刊本には濁音の前に In J I mJ 11] Jの鼻音的要素の表記が多く現れるのに対

して，改修本・重刊改修本にはそれぞれ原刊本と比べてひくい比率を占めている。『捷解新語』の

この現象は，濁音の前の鼻音的要素の変化を示したものと思われる。

(注7)大塚高信訳(1934) W コイヤード著日本語文典~ (坂口書庖〉参照。

(注 8)濁音の前の母音でない母音にテイルデのマークが付いているものも次のように見られる。

例)yaxinai (養し、)(p 8) 

chibufa uo fucume (乳房を含め)(p 69) 

その他，これに属するものとしては，濁音の前の鼻音的要素を示す InJの前の母音にテイノレデ

のマークが什いているもの Itacafunda (高札)J(p 40)が一例，援音の前の母音にテイルデ、が付

いてもの Iqincan (金柑)J (p 17)， I zanguen (謹言)J (p 139)， I dai fさnqi(大偏気)(p 76)J 

の3例が見られる。 Itacafunda (高札)Jの場合，濁音の前の鼻音的要素 InJであり， unde (腕

p 15)， inango (睦p75)， quenanquena (けなげなp119)， vnangui (鰻p151)のようにテイルデ

が付かないはずである。おそらく，この例は間違いの例であろう。

また，援音の前にテイルデのマークが付されているのは，当時の濁音前鼻音テイルデ、に近い音

q
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であったのでそれに引かれたものではないかと想像される。この事実を逆に考えると，テイルデ

のマークは，鼻濁音に近いものではなかったかと思われる。

(注9)子音 IgJには， lagi (味)J I mimigicai (耳近い)Jのような「ダ」行の「ヂ」のものも含まれて

いる。テイルデが付されているものには27例，テイルデ、が付されていないものには24例がそれぞ

れ含まれている。

(注10)テイルデ、が付されている母音については次に示すようになるが，テイルデ、は母音の音声的特徴に

基づいて付けられるとは考えにくいことがこの表から知られる。

(注11)また，コリヤードの著書には自筆稿本『西日辞書』があるが，そこに見られるテイルデのマーク

は，濁音の前の母音の上に示した『羅西日対訳辞書j~日本文典j ~機悔録』のそれと種類が異

なってほとんど IbJ IdJ IgJ IzJ IjJなどの子音の上にテイルデのマークが付されてい

る。

(注12)~捷解新語』には「ほどに」を原刊本には殆ど濁音の前の鼻音を記したと思われる表記 Ihondo­

niJで示されており，改修本や重刊改修本には鼻音の表記でない IhodoniJのように示されてい

る。この現象と『羅西日対訳辞書』と関連があるように思われる。おそらく， ~捷解新語』の原刊

本の「ほどに」は濁音前鼻音が保たれていたが，時代が下るにつれてそれがなくなり，改修本の

時代になると，すでになくなったので，原刊本のような濁音前鼻音を反映しなくなったと推定さ

れる。

(注13)濁音の前の母音の鼻音的要素は江戸時代に入って消滅するが，その原因については，柳田征司

(1985) I音韻史における中世J(~日本語学j 5月号)によると， I (前略〉モーラ言語期に入る

と，ーモーラずつ切って発音することになったため，次の濁音節との密着度の高い鼻母音は衰滅

することになったj と推定している。

(注14)~機悔録』の日本語訳は，大塚光信校注(1986) ~コリャド蛾悔録j (岩波文庫)参照。

(注15)~捷解新語』には原刊本には「ござる」は濁音前鼻音の表示がほとんど示されていない。それは，

時代が下るにつれてーモーラず、つ切って発音することになったため，次の濁音前鼻音の要素が衰

退することになったからであろう。

(韓国慶州大学校専任講師)
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